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第19回製品安全対策優良企業表彰
（PSアワード）

株式会社いうら

中小企業 製造事業者・輸入事業者部門

「経済産業大臣賞」受賞



会社案内

株式会社いうら(昭和48年12月設立)

◆福祉・介護機器の研究開発、設計、
製造、販売をしている総合メーカー

◆機能性や安心はもちろん、
やさしさ溢れる機器のお届けをめざす

◆主な取り扱い商品
「入浴機器」「車椅子」「リフト」
「昇降機」「ストレッチャー」など

◆大手販売代理店を中心としたBtoB販売

◆全国8営業所によるアフターサービス

◆「信頼される商品」を提供するために、
ISO9001、ISO13485（本社工場のみ）取得

2

札幌営業所

仙台営業所

北関東営業所

名古屋営業所

大阪支店

東京支店

松山支店

福岡営業所

本社・工場 愛媛県東温市



会社案内
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ストレッチャー フルリクライニング車椅子 段差解消機 排泄サポートリフト

フルリクライニング
シャワーキャリー

リフト付きシャワーキャリー
専用バスタブ

入浴用電動ストレッチャー
専用バスタブ
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５．今後に向けて
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製品安全対策優良企業表彰（PSアワード）とは

製品安全対策優良企業表彰とは

経済産業省が、企業や団体の製品安全への優れた取組を表彰する制度です。

審査基準は、4つの視点

視点１：安全な製品を製造・輸入（仕入・販売）するための取組
視点２：製品を安全に使用してもらうための取組
視点３：出荷後に安全上の問題が判明した際の取組
視点４：製品安全文化構築への取組

応募した目的

製品安全実現のための取組に対して、審査を通じて第三者の客観的な評価を得る
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経済産業大臣賞 受賞ポイント

新商品の開発にあたっては、適用される法令・規則や安全上の注意事項に加え、過去のクレーム・不
具合情報をリスト化した「インプットリスト」をまとめた上で、開発に着手する仕組みとなっている。
また、作成したリストをもとに、構造評価会において、リスクアセスメントを行うプロセスが構築さ
れ、確実に運用されている。

①事故事例等を再発防止に生かす効果的な取組

製造工程に影響を与える重要工程を「特殊工程」と位置付け、作業者および検査員は「資格認定制
度」により認定された者が担当する仕組みを運用している。一定の作業・検査レベルを認定制度で確
保することで、安全性の担保を実現している。また、製品安全に関するユーザーへの影響度が高い重
要クレームの情報を食堂に掲示し、社員全員への周知と知識の伝承に取り組んでいる。

②資格認定制度や教育制度を通じた製品安全への取組

関連する工業会や介護施設、事業所などと積極的に交流し、介護用入浴機器の安全な使用や安全性向
上に努めている。また、「日本介護用入浴機器工業会」において、「介護用入浴機器の保守に関する
ガイドライン」の策定に参画、類似製品の安全性の向上に貢献している。

③積極的な社外活動と業界標準化への取組
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製品安全、品質向上のための「基本骨子」
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「人身事故を０にする」を２０１５年から品質方針に掲げ
リスクマネジメントを活用した製品開発により製品安全に取組む

食堂展示
勉強会
社内研修



視点１
安全な製品を製造・輸入するための
取組

視点２
製品を安全に使用してもらうための
取組

視点３
出荷後に安全上の問題が判明した際
の取組

視点４ 製品安全文化構築への取組
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設計審査・検証
リスクマネジメント分析…
設計妥当性確認（外部モニター）

（１）製品の企画・設計・開発に関する取組

図
面

・過去クレーム情報
・使用環境に該当する
設計検証項目

取扱説明書
組立説明書

量
産
承
認

イ
ン
プ
ッ
ト

要
求
仕
様
書

設計・試作 評価会
最
終
機

最
終
評
価
会

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

リスク査定表

設計・試作・評価会を
数回繰り返す

製品安全基準…

リスクの洗い出し

リ
ス
ト

リ
ス
ト

設計審査要領書

製品安全評価（リスク評価・分析）
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開発する商品が決まった後、新商品が完成するまでの商品開発プロセスを示しています。

商品開発プロセス
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設計

図面
作業標準
検査仕様書

部品の使用目的、管理項目記載
作業仕様・作業手順を記載
各商品の出来栄え確認（製品1台毎）

製品安全に関わる重要安全部品の特定、作業工程
の見える化

リスクアセスメント

製造

製品

外注先
（発注業者）

１次サプライヤ

品質管理

生産技術課・工務課

品質合意書
図面・納入仕様書

品質管理
全部品対象に受入検査実施

（２）製品の製造に関する取組

商品開発設計工程完成後、商品の製造に関する仕組みを示しています。

品質管理
全部品対象に受入検査実施

サイレントチェンジ防止
工場サーベイ
定期訪問（１回程度／年）

立ち上げ調整



検査力量＝資格認定制度

取引先評価
品質合意書

基本取引契約書
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生産図面完成後、量産品ができるまでの製造プロセスです。

（３）安全性の試験・検査・評価 「製造プロセス」



視点１
安全な製品を製造・輸入するための
取組

視点２
製品を安全に使用してもらうための
取組

視点３
出荷後に安全上の問題が判明した際
の取組
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（１）安全に関わる情報の提供・発信-1

顧客販
売

標準使用期間

修理・買替案内

15
年
以
上
経
過

使用中止

HP掲載

納品時にご利用者に
説明・案内する

納品後にご利用者に
案内する

ご利用者に安全に使って頂くた
めの取組

・標準使用期間
・取扱説明書

・簡易操作マニュアル
・ホームページの
操作説明動画

・デモ機貸出により購入前の試用

・販売店対象に勉強会
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販売後、ご利用者に商品を安全に使って頂くための取組を示します。



（２）商品の使用実態や不具合・事故情報の把握

新
商
品
開
発
会
議

顧 客
商
品
開
発

製
造

販
売

クレーム報告書
ユーザー・販売店への対応報告書

情報カード
アンケート

過去事例紹介
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顧客情報を把握する手段とその情報が商品改良や新商品開発に活かされる流れを示します。



【昇降機】電装部にアリが侵入し、ショートして火災のリスク

過去事例 クレームが新商品開発に反映され、重大事故防止に活かされた事例

UD-320製品説明 車椅子用電動昇降機

1 2 3 4
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発生状況 ・クレームの原因調査の結果、アリがリレー接点部に挟まり通電不良になっていた
・アリが電装品の匂いを好む説がある（詳細は不明）
・クレームの検証をした結果、火災につながる恐れがある問題と位置付けた

過去事例

電装部

アリが侵入
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対策① 対策②

過去事例

未対策品は組立説明書に注意事項として明記 新商品より、電装部に侵入する経路の隙間をアリの
大きさよりも狭くした。更に、アリが侵入し難い地
面から遠い場所に電装部を変更した。

アリが侵入し難く
なった
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ハザード リスクコントロール 証拠 危険度 頻度
残留
リスク

残留
リスク
評価

電装 電装部分を上部に配置しアリが侵入し難いようにした。 図面 4 1 4 許容可

ハザード 危険状態 危害 危険度 頻度 リスク リスク評価

電装 電装部にアリが侵入しショートする。 火災 4 2 8 許容不可

危険度1 危険度2 危険度3 危険度4

頻度5 5 10 15 20

頻度4 4 8 12 16

頻度3 3 6 9 12

頻度2 2 4 6 8

頻度1 1 2 3 4

5～20：不可
1～4：可

人 製品 財産 製造プロセス

危険度 1 影響がない 影響がない 影響がない 影響がない

危険度 2
軽傷の

可能性がある
多少の損傷に至る
可能性がある

多少の損傷に至る
可能性がある

ラインアウト

危険度 3
重症の

可能性がある
重要部の損傷に至る
可能性がある

大きな損傷に至る
可能性がある

ラインストップ

危険度 4
死に至る

可能性がある
製品破壊に至る
可能性がある

財産の損失に至る
可能性がある

生産中止

危険度

評 価 対策によるリスクの再評価

頻度 1

頻度 2

頻度 3

頻度 4

頻度 5

頻度 内容

製品の生涯ライフまでに　又は　生産期間中に　偶発的に発生

製品の生涯ライフまでに　又は　生産期間中に　ほとんど発生しない

製品の生涯ライフまでに　又は　生産期間中に　たまに発生

製品の生涯ライフまでに　又は　生産期間中に　時々発生

製品の生涯ライフまでに　又は　生産期間中に　頻繁に発生

過去事例

対策後、アリの侵入によるクレームは発生していない

火災発生リスクが回避できた 19



情報カードが商品改良に活かされた事例

製品名：シャワーストレッチャーNS-200、600
ストレッチャーの上でシャワー浴や簡易入浴をする商品

使用風景

20



マットの穴が少なく水はけが悪い

過去事例

情報カードの声

脱衣場の床が濡れてご利用者が

滑って転倒する危険がある
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過去事例

改善策 穴の数を18個に増やした

水はけが改善された

穴の数：10個

改善後、水はけが悪いという
ご意見をいただくことはなくなった

滑って転倒する危険が無くなった 22



視点２
製品を安全に使用してもらうための
取組

視点３
出荷後に安全上の問題が判明した際
の取組

視点４ 製品安全文化構築への取組

視点１
安全な製品を製造・輸入するための
取組
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（１）事前の備え、平常時の取組について

顧客製造 販売

入出庫履歴管理
※先入れ・先出し

製品のシリアル番号
エンドユーザー管理

アフターサービス

定期点検サービス

メンテナンス要員

メンテナンス

教育・訓練
製品台帳で管理

お客様相談窓口

ホームページの「お問い合わせフォーム」
からお問い合わせいただき、当日対応
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商品のトレーサビリティーと販売後のアフターサービスを表わした図です。

一件のエンドユーザーに出荷した製品のシリアル番号から生産時期、最終検査の状況、部品の入
荷履歴などを遡ることができ、何か問題が発生した時に原因の究明や必要な対応を迅速に行える
体制を整えている。



視点２
製品を安全に使用してもらうための
取組

視点３
出荷後に安全上の問題が判明した際
の取組

視点４ 製品安全文化構築への取組

視点１
安全な製品を製造・輸入するための
取組
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（１）人材育成、知識・技能継承

①すべての新入社員に対して、入社後の新入社員研修の中で品質方針を含めた長
期計画の教育とISOシステム教育を通して製品安全のための教育行っている。
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③製品安全につながる設計をするために、県内医療大学の看護学科系の講師を招
き、看護知識や看護技術の研修などを約５年前から定期的内に行っている。

④製品安全の理念を実現するための知識や技術を伝承し、過去の教訓や消費者の
声を生かすために、重大クレームに関する発生現品や発生内容、損失金額、発
生原因、対策を約１０年前から全社員の目に入る社内の食堂に展示している。

②検査員資格取得条件である社内試験を、全社員の取得義務とし、勉強の機会を
作り、製品安全のための品質検査の重要性を理解させ、責任を持って検査業務
を行う人材を育成している。



③外部講師を招き、定期的な研修

講義風景
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製品安全につながる設計をするために



④重大クレーム情報を社内食堂展示

社内食堂展示風景

クレーム現品展示クレーム内容掲示
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（２）取引先の活動促進・社外での取組

①安全基準やガイドラインの策定、試験方法等の標準化活動
のために各種業界団体への積極的な参画を行っている。

③厚生労働省など行政の支援事業を活用した製品安全評価
・介護ロボット等モニター調査事業
・川崎市総合リハビリテーション推進センター様の
ご協力を得て、排泄サポートリフトTL-300の商品検証

②ご利用者に安全に使用していただけるように、ご利用者に
商品説明をする販売店に対して商品の勉強会を約３０年前
から定期的に実施
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③外部機関のご協力を得て商品検証の取組

7/14医師、理学療法士、作業療法士から
の製品評価風景

川崎ウェルテック様のご協力を得て、
身体的負荷に関するデータやエビデン
スに基づいた商品改良を始めた。

身体と機器の前傾角度 身体圧の変化
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新しい取組



（３）製品安全文化醸成に向けた情報発信

①ご利用者に商品を安全に使ってもらうために
創業以来、デモ機を通して介護施設の方などに安全に
関する情報発信を行っている。
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②県内医療系大学の学生を受け入れ
当社商品の安全に関する取組を発信し、介護現場の理解を
深めるために約１０年前から定期的な研修を開催している。



①デモ機による試用風景

県内病院にて
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②県内医療系大学の学生受け入れ

研修風景
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創業以来、福祉・介護機器の開発・製造・販売を一貫して行う総合
メーカーとして、「約束を守り、安心して使ってもらえる商品づくり
をすることにより、信用を確立する」という経営理念のもと、高齢者
の安全を最優先に考えたものづくりに取り組んでまいりました。
入浴機器、車椅子、リフトなど多様な製品を提供するなかで、安全性
の向上と品質管理の徹底はもちろん、導入後の丁寧なサポートにも力
を注いでおります。こうした製品安全に対する長年の取り組みが認め
られ経済産業大臣賞を受賞することができました。
今後も安全性と技術力のさらなる向上を追求し、高齢者が安心して暮
らせる少子高齢社会の実現に貢献してまいります。
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今後に向けて



ご清聴ありがとうございました。
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